
令和７年４月定例教育委員会会議録 

 

 令和７年４月１日 定例熊谷市教育委員会を熊谷市立熊谷西小学校体育館内

まごころルームに招集する。 

 

○ 出席者 

  渋谷 昌美、小林 敏宏、加藤 道子、大石 聡一 

○ 出席事務局 

  教育次長             三友 孝二 

参事兼学校教育課長        中谷 樹 

  教育総務課長           小暮 洋久 

教育総務課施設管理担当副参事   柳澤 吉伸 

教育総務課保健給食担当副参事   野口 恭久 

  社会教育課長           小澤 信行 

  教育総務課副課長         増田 彩子 

  教育総務課主事          浅見 柚妃 

   

１１時４５分 ４月定例教育委員会開会 

 

 
教育長が、令和７年４月定例熊谷市教育委員会の開会を宣言し、本会議の会議録

の署名人に加藤委員を指名した。 

事務局から傍聴希望者がいない旨の報告があった。 

教育長から、議案第２１号及び議案第２２号は、人事等に関する案件のため非公

開とし会議録に載せない旨の発議があり、出席委員全員が賛成し非公開で行われる

ことに決定した。 

 

日程第１（報告第４－１号）寄附申出について 

教育総務課長から、熊谷教育推進のためとして、令和７年２月１１日から令和７

年３月１０日までの期間、ふるさと納税が計４件、金額にして９万６千円の寄附申

出をいただいたとの報告があった。 

次に、熊谷東小学校ＰＴＡから、熊谷市立熊谷東小学校の教育振興のためとして

１月に児童用遊具の寄附申出を頂き、現在対応中であるとの報告があった。 

 

日程第１（報告第４－２号）４月教育委員会行事予定について 

教育総務課長から、次回５月定例教育委員会は、４月２５日に熊谷市役所で開催

する予定であるとの説明があった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第１（報告第４－３号）「令和７年度新熊谷プロジェクト」の取組について 

 学校教育課長から、「新熊谷プロジェクト」の取組について、今年度は知・徳・体

の学力日本一を目指し、知識・技能はもとより思考力・判断力・表現力、学びに向

かう力・人間性等いわゆる汎用的能力を育成するという結びに変更したとの報告が

あった。基本を粗雑にせずに、基礎・基本もおさえながら全体を整えて汎用的能力

を育成すること、つまり、教科で求められている本来の学力の姿を損ねることなく

教科横断的でオーセンティックな授業を行っていくとの説明があった。 

 

日程第１（報告第４－４号）学校統廃合に関する報告について 

教育総務課施設管理担当副参事から、学校統廃合について報告があった。 

関係各位の御協力により、妻沼西小学校として新たに開校することができた報告

のほか、男沼地区及び太田地区の児童がスクールバス通学を開始することから、地

域内１２か所の乗降場所の位置及び各乗降場所における登校時のバス出発時刻の目

安を地域の皆様にお知らせし、引き続き見守り等への協力をお願いするとの説明が

あった。 

 

（その他）後援等承認決定した事業一覧について 

教育総務課長から、令和７年２月１６日から令和７年３月１５日までに後援等承

認決定した事業が１４件あったとの報告があった。 

 

日程第２（議案第２１号及び議案第２２号）非公開 

（議案は、原案どおり可決） 
 

ほかに報告はなく、教育長の宣言により、令和７年４月定例熊谷市教育委員会を

閉会した。 

 

（１２時２０分 閉会） 

 

 

 署名     教育長  渋谷 昌美       

 

 

                   委 員  加藤 道子       

 

 


